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太陽地球系物理（STP）研究は、これま
で、理論研究、観測・センシングによる
研究、計算機シミュレーションによる研
究の３つの柱で進められてきた。近年、
第４の研究手法として、インフォマティ
ックスが注目されている。ICT（情報通
信技術）を駆使して、様々な「データ」
から新たな発見や検証を行うデータ指向
サイエンス技術である。
 情報通信研究機構（NICT）では、イ
ンフォマティックスによる宇宙天気サー
ビスおよび研究のための新しい技術開発
とその実験を始めている。宇宙天気クラ
ウドはその基盤であり、データベースと
ネットワークの融合により宇宙天気研究分野のブレークスルーを目指すものである。
 宇宙天気クラウドは、NICTが提供するクラウドコンピューティングによる新しい研究環境で
ある。JGN2+を主としたネットワークにより各研究組織（大学などの研究機関）を高速に結び、
NICTの提供する様々な計算機リソースを使って研究を進めることができる。具体的には、次の
ような研究者向けのシステムとして利用が可能である。１）100を超える多種多様な宇宙・地球
観測データを使った研究を行いたい。２）100TBを超える大規模な計算機シミュレーションデー
タの可視化・解析を行いたい。大規模可視化結果を高解像度ディスプレーやVRシステムに表示
したい。３）観測データとシミュレーションデータを融合した研究を行いたい。
 なお、OneSpaceNetに接続する方法は、次の3つがある。１）インターネットを経由して、
SSHで接続する（L3ネットワーク接続が可能）。これにより、インターネット上のどこからでも
OneSpaceNetを利用することができる。２）NICTのJGN2+を経由して直接接続する（L2ネット
ワーク接続が可能）。Webベースのアプリケーション（e-SpaceWeather）によりWebブラウザ上
でクラウドサービスを利用。なお、２）で接続した場合には、OneSpaceNetを「自分の研究室の
ネットワークのように」利用できるため、遠隔地間で仮想研究室（バーチャルラボ）を構築でき
る。
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